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１ 情報交流会館の事例                           

【事例１】筑後船小屋駅（福岡県筑後市）  （本編Ｐ３） 

 シンプルでコンパクトな機能整備－ 

 
整備主体 筑後市 

運営主体 筑後七国商工観光推進協議会（筑後市役所商工観光課） 

利用者数 １，３７０人／日（平成２３年 乗降人数） 

規模 約１５㎡ 

駐車場 ２７６台（※月極含む） 

サービス内容 
○観光パンフレットの配置 

○ポスター、観光案内図の展示 

事例の概要 

 改札から上り／下りホームへ向かう際の中２階にあたる箇所に観光案内コーナー

を設けている。 

 コーナーでは、駅から約１キロほどにある船小屋温泉や駅周辺７市町（筑後市・柳

川市・大川市・八女市・みやま市・広川町・大木町）の観光情報がディスプレイおよ

びパンフレットなどにより案内されている。 

観光案内コーナー 
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【事例２】上田駅（長野県上田市）  （本編Ｐ３） 

 駅利用者の動線上に機能を配置－ 

 

整備主体 上田市 

運営主体 
上田駅観光案内所運営委員会 

（上田市、千曲市、東御市、須坂市、長和町、坂城町、青木村、筑北村、麻績村） 

利用者数 ２，８２１人／日（平成２５年度）（※新幹線乗車人数） 

規模 約３０㎡ 

駐車場 約４００台 

サービス内容 ○観光情報提供 

事例の概要 

 上田駅の新幹線改札を出てまっすぐ進んだ突き当たりに設置。 

 上田・小県地域の４市町村に加え、坂城町、千曲市、須坂市、筑北村、麻績村の９

市町村の観光パンフレットを取りそろえ、観光案内を実施 

観光案内所 
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【事例３】今治地方観光情報センター（愛媛県今治市）   （本編Ｐ３） 

 伝統的工芸品や、その製作に使われる工具・原材料、写真パネルなどを展示－ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備主体 今治市 

運営主体 今治地方観光協会 

規模 約１５㎡（ショーケース２台、職員用スペース） 

事業費 不明 

駐車場 約２００台（その他民間駐車場あり） 

サービス内容 
○物産･伝統工芸品等をパネルやディスプレイで展示 

○職員による観光案内 

配置人員 ２名 

年間管理費 不明 

事例の概要 

 JR 今治駅構内、改札前にある観光案内所。物産･伝統工芸品等をパネルやディス

プレイで展示･紹介している。 

 また係員が常駐し、利用者のニーズに合わせて、観光情報提供を行っている。 

 

改札 

観光案内所 
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【事例４】法隆寺 iセンター（奈良県生駒郡斑鳩町）  （本編Ｐ３） 

 模型や映像を活用した観光情報提供－ 

  
 

  

整備主体 奈良県 

運営主体 斑鳩町観光協会 

規模 

延床面積：６１８．２１㎡ 

建築面積：４１８．８６㎡ 

（鉄筋コンクリート造２階建て） 

事業費 

５億２，５００万円 

（建物：約３億１，７００万円、展示：約１億５，０００万円、 

シンボルオブジェ：約８００万円、付帯工事・備品等約４，９００万円） 

駐車場 小型６０台 大型２０台 

サービス内容 

○地域の歴史・文化紹介 

○奈良県の観光情報案内 

○休憩場所の提供 

○地域の交流の場の提供 

配置人員 ５名（臨時職員２名含む）＋管理者（観光協会事務局長） 

年間管理費 約２，４００万円（事務局長人件費は含まない） 

事例の概要 

 世界文化遺産に指定された法隆寺西院伽藍や法起寺伽藍など、地域の歴史・文

化を模型や VTR で紹介している。 

 また、これらの施設を中心とした観光ルートを６コース設定し、立体地図と VTR 映

像で紹介している。 

 休憩場所となる民営の喫茶室併設。 

 イベントやセミナーが行える、多目的ホールを備えている。 
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【事例５】京都伝統産業ふれあい館（京都府京都市）  （本編Ｐ３） 

 市内伝統産業の基幹施設の整備－ 

   
 

 
整備主体 京都市 

運営主体 (公財) 京都伝統産業交流センター 

利用者数 約２１．５万人（平成２４年度） 

規模 建築面積：約１，３００㎡ 

駐車場 １６３台（※複数施設で共同利用） 

サービス内容 

○伝統工芸品の展示（常設／企画） 

○実演・販売・体験イベントの実施 

○製作体験 

○伝統工芸に関する図書室／ビデオコーナー 

事例の概要 

 京都の町に息づいている美とわざの世界を感じられる、産業と文化と人の出会い

の場。 

 伝統工芸品約５００点の常設展示、工芸品・職人に着目した企画展示、職人による

実演、子供向けの体験教室を実施している。 
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２ 新高岡駅における情報交流会館の概要    （本編Ｐ３）         

 

 

 

 

 

【設置目的】 

●おもてなし環境の整備事業の一環として観光案内サービスの充実。 

●既存の高岡テクノドーム等と一体となって地域の交流機能を強化。 

【ターゲット】 

●主に新幹線を利用して地域を訪れる観光客（個人客、団体客、修学旅行客） 

【規模】  

９５２㎡ １階７９５㎡  ２階１５７㎡ （観光バス運転手用休憩所、会議室） 

施設概要 

展示販売ＰＲ ： ７６㎡銅器、漆器、彫刻、和紙の展示販売 

案内所 ： ７３㎡ 展示販売ＰＲフロアと一体化している。案内所施設として案内カウンターを設置 

待合室 ： ６１㎡  

テナント： ２１０㎡ ＪＲに貸与 物品・お土産販売 

トイレ ： ７９㎡ 

【整備費用】 

４７５，０００千円 （自由通路（３００㎡）含む） 

【管理】 

指定管理者 市観光協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○飛騨・越中・能登を含めた観光に対応するおもてなし環境の整備事業の一環として新

幹線利用者に対して観光案内や待合空間等を高架下利便施設として整備している。 
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３ 黒部宇奈月温泉駅における情報交流会館の概要   （本編Ｐ３）   

 

 

 

 

 

【設置目的】 

●黒部市地域観光ギャラリーは、黒部宇奈月温泉駅の周辺整備計画の一環として、観光情報機能や商業

機能、休憩・待合・交流機能を担う。 

●展示空間は黒部市を含めた「にいかわ観光圏」の活性化や黒部市内の来訪者の回遊促進 

【ターゲット】 

●新幹線や北陸自動車道を利用して地域を訪れる観

光客（個人客、団体客、修学旅行客） 

●地域学習・生涯学習のために地域を回遊する目的

で訪れる人 

●商用で地域を訪れた人 

【規模】 

 約１，０００㎡ 

【整備費用】 

  約４．７億円（展示空間費用を含む） 

 

【展示空間のイメージ】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○黒部市を含めたにいかわ観光圏の活性化や黒部市内の来訪者の回遊促進を目的とする

フィールドミュージアムの玄関口として黒部市地域観光ギャラリーを整備している。新幹

線のみならず北陸自動車道を用いて地域を訪れる観光客も対象としているため、クル

マ利用者も利用しやすい駅舎外単独施設している。 

（黒部市行政視察資料より抜粋） 
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（黒部市行政視察資料より抜粋） 
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【事例９】道の駅日和佐（徳島県美波町）   （本編Ｐ４） 

 地域住民やドライバーの利用を促進－ 

 
 

  

整備主体 国土交通省、旧日和佐町 

運営主体 株式会社道の駅日和佐（第３セクター） 

規模 建築面積：約１，２００㎡（※道の駅全体） 

事業費 約１５億円（※道の駅全体） 

駐車場 小型５７台 大型７台 身障者用３台 

サービス内容 

○県南部の観光情報案内 

○特産品販売所 

○足湯 

事例の概要 

 国道 ５５号線に接する道の駅日和佐は、JR 牟岐線 （阿波室戸シーサイドラ

ン）の日和佐駅とも隣接し、跨線橋の自由通路で結ばれている。 

 鉄道を利用して訪れる観光客等に対する二次交通手段として、道の駅内にて

レンタカーサービスを実施している。レンタカーサービスは民間が実施。 

 “まちの駅”として位置づけ、地元のとれたての野菜・果物や農林水産加工品

販売所や無料で利用できる足湯を設置することで、地域住民やドライバーの

憩い・休憩の場としての利用を促進している。 

 



14 
 

【事例１０】道の駅富楽里とみやま（千葉県南房総市）  （本編Ｐ４） 

 周辺地域の観光の起点として機能－ 

  

 

  
整備主体 国土交通省、旧富山町（現南房総市） 

運営主体 ㈱富楽里とみやま第３セクター 

規模 延床面積：１，７０８㎡（※道の駅全体） 

事業費 ６億３，６５９万円 

駐車場 
（ハイウェイオアシス） 小型３０台 大型６台 身障者用１台 

（道の駅） 小型３００台 大型２０台 身障者用４台 

サービス内容 

○情報インフォメーションコーナー（市内の観光地や体験（たけのこ狩り、田植え体

験、びわ狩り等）の案内や予約） 

○直売・物産コーナー（直産の野菜や鮮魚、花、落花生等の販売） 

○軽食・情報コーナー（千葉県産の食材を使った飲食店） 

○高速バスストップ（上下線各１台） 

事例の概要 

 地元の南房総で獲れた鮮魚や、生花、野菜等の直売所や飲食コーナーが整備さ

れている。 

 周辺の体験施設をパッケージ化して旅行代理店に売り込む「一括受発注システ

ム」によって、地域全体の観光促進の起点として機能している。 

 東京からの高速バスが運行され、地元から P＆R で都心へ通学している人の買物

や、観光客のお土産スポットとしても利用されている。 

■ 一括受発注システムの概要 
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５ 多目的広場の事例                             

【事例１１】鵜沼駅（岐阜県各務原市）  （本編Ｐ５） 

 駅利用者、市民の散策の場として、コンパクトな多目的広場を整備－ 

 

 
整備主体 各務原市 

運営主体 ― 

利用者数 １，２２８人／日（平成２４年 乗車人数） 

規模 面積：約７００㎡（※ビオトープ、水路部分） 

駐車台数 不明（※周辺に民営駐車場がある） 

サービス内容 

○ビオトープ池（駅前広場中央） 

○せせらぎ水路（鉄道沿い） 

○休憩用ベンチ 

事例の概要 

 「誰もがほっとできる駅空間の創出」「賑わいとうるおいが感じられる市民のいこい

の広場」「安全・安心の歩行者空間」をコンセプトに、雑木林を思わせる、公園のよ

うな駅前広場（約４，０００㎡）として整備。 

 駅の顔としての潤いある景観、駅利用者や市民の憩い・散策の場として利用され

ている。 
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【事例１２】防府駅（山口県防府市）  （本編Ｐ５） 

 防災機能を備えた地域の憩いの場づくり－ 

  
 

   
 

  
整備主体 防府市 

運営主体 ― 

利用者数 ４，０７３人／日（平成２４年 乗車人数） 

規模 面積：約３，０００㎡ 

駐車台数 なし（※民営駐車場、駅前再開発ビル駐車場がある） 

サービス内容 
○憩い・イベントの場 

○災害時の一時的な避難場所 

事例の概要 
 平常時は子どもたちの遊び場、イベント会場として利用され、災害時には一時避難

場所としての活用を想定している。 
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【事例１３】日向市駅（宮崎県日向市）  （本編Ｐ５） 

 緑豊かな駅前広場デザイン－ 

  
 

  
 

   
整備主体 日向市 

運営主体 ― 

利用者数 １，４４６人／日（平成２４年 乗車人数） 

規模 面積：約３，２００㎡（芝生広場部分） 

駐車台数 約１００台 

サービス内容 

○芝生広場 

○イベントステージ 

○噴水・せせらぎスペース 

○散策用の曲線通路 

事例の概要 

 駅舎および駅周辺の再整備に、JR、建設コンサルタント、建築家、構造家、土木設

計家、デザイナー、都市計画家、有識者などの多くの専門家が関わり、地元の名

物をモチーフとしたデザインや地場産材の活用による景観整備を実施。 

 夏祭りやハロウィン、七夕イベントやキャンドルイベント、作品展示など様々なイベ

ントが実施され、イベント数や集客数の増加を実現している。 

 

 

 

芝生広場 

イベントスペース 
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６ 駅前広場のレイアウト事例   （本編Ｐ６）                       

１） 交流・多目的広場等が一体となった駅前広場 

      ：駅前広場      ：Ｐ＆Ｒ駐車場 

■九州新幹線 新玉名駅 

・ロータリー形式の駅前広場、交流広場、多目的広場、Ｐ＆Ｒ駐車場が一体的に整備されている。 

諸元 

新幹線乗降客数 １，９００人 ＩＣからの距離 １０km 

駅前広場面積 ３２，１００㎡ 在来線駅からの距離 ２．５km 

P&R 駐車場台数 ２２９台   

平
面
レ
イ
ア
ウ
ト 

  

特
徴 

・シンプルなロータリー形式の駅前広場である。 

・乗降場に駅舎から連続したシェルターが整備されている。 

・駅前広場内を通過してＰ＆Ｒ駐車場（無料）にアクセスする動線になっている。 

・駅コンコースに接続して交流広場・多目的広場が配置されている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ 

Ｐ 

交流広場 

多目的広場 

調整池 
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２） バス・タクシー・一般車の機能が分離された駅前広場 

：駅前広場      ：Ｐ＆Ｒ駐車場 

■東北新幹線 新花巻駅 

・駅コンコースに環境空間が接続しており、両側に公共交通と一般車ゾーンが配置されている。 

諸元 

新幹線乗降客数 １，９８６人 ＩＣからの距離 ３．５km 

駅前広場面積 １３，７００㎡ 在来線駅からの距離 ０．１km 

P&R 駐車場台数 ６１９台   

平
面
レ
イ
ア
ウ
ト 

 

５５ 

特
徴 

・駅コンコース前に環境空間広場が整備されている。 

・駅前広場内に送迎用無料駐車場が整備されている。 

・駅前広場と道路を挟んだ反対街区や駅裏にＰ＆Ｒ駐車場（一部有料）が整備されている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

バス 

タクシー 

一般車 

環境空間 
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３）必要最小限のシンプルな駅前広場          

               ：駅前広場       ：Ｐ＆Ｒ駐車場 

■長野新幹線 安中榛名駅 

・バス、タクシー、一般車乗降場が同じ動線上に配置され、シンプルな駅前広場となっている。 

諸元 

新幹線乗降客数 ５４２人 ＩＣからの距離 ２０km 

駅前広場面積 ８，５００㎡ 在来線駅からの距離 ７km 

P&R 駐車場台数 ２５５台   

平
面
レ
イ
ア
ウ
ト 

 

 

特
徴 

・駅前広場内の動線がシンプルでわかりやすい。 

・交通島の緑地が環境空間になっている。（歩行者は利用できない） 

・Ｐ＆Ｒ駐車場（無料）がまとまっていて利用しやすい 

・駅前広場と駐車場のアクセス動線が分離されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 
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７ 金沢～敦賀間早期開業の状況                    

 
（以下、福井県北陸新幹線建設促進期成同盟会及び沿線７市町長合同会議資料） 
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